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調査の趣旨

◼「美と健康」のまちづくりを推進する美馬市では、2019年４月から2024年３月にかけて、 J リーグクラブ

である徳島ヴォルティスと委託契約を締結し、美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラムに

取り組んできた。

◼本事業は、成果指標を設定し、その達成状況に応じて委託費の支払額が変動するSIB事業として実施し

たものである。成果指標の達成に向けた徳島ヴォルティスの創意工夫により、事業目的である市民の運

動習慣の定着を図り、将来的な医療費・介護給付費の適正化の実現が期待されるところである。

◼そこで事業総括として、５年間の事業期間を振り返り、成果指標の達成状況のみならず、成果指標にと

らわれない多様な視点から本事業によって得られた成果について整理・分析する。

◼なお、この調査は、本事業の社会的な意義に賛同し、日本政策投資銀行、日本経済研究所が、美馬

市、徳島ヴォルティス、大塚製薬と連携協定を締結の上、中間支援組織である日本総合研究所の承諾

の下、取り組んだものである。
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１ 事業の経緯・目的
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出所：美馬市ホームページ、｢美馬市高齢者福祉保健計画及び第８期介護保険計画｣

徳島県美馬市保険福祉部保険健康課 ｢美馬市×徳島ヴォルティス×大塚製薬 美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラムを中心とした健康施策について｣

（https://lfb.mof.go.jp/hokuriku/content/003/2021100402.pdf）

住民の
健康意識

人口
・

高齢化率

2018年の特定健診問診票の分析結果によると･･･
• 移動は車が多く、1日１時間以上運動する習慣がない人が52.2％
→ 運動量が少ない、運動習慣が定着していない

• 炭水化物の摂取量が多い
→ 糖尿病をはじめ生活習慣病リスクが高い（※）

※徳島県は2006年まで14年間連続で、糖尿病死亡率が全国ワースト１位。
その中でも美馬市は、｢HbA1c6.5以上｣の割合が県内２位と非常に高い。

平成27年
（2015年）

平成28年
（2016年）

平成29年
（2017年）

平成30年
（2018年）

令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

市の人口 30,957人 30,489人 29,987人 29,525人 28,984人 28,513人

65歳以上
人口

10,564人 10,642人 10,706人 10,788人 10,816人 10,872人

高齢化率 34.1％ 34.9％ 35.7％ 36.5％ 37.3％ 38.1％

（参考）
全国高齢化率

26.3％ 26.8％ 27.3％ 27.9％ 28.4％ 28.9％

(1)事業の経緯
◼ 美馬市は徳島県西部に位置し、中央を東西に吉野川が流れ、約８割を森林が占める自然豊かな土地である。

◼ 市の人口は減少が続く一方で、高齢化率は上がり、事業を開始した2019年時点で37％を超えていた。

◼ 住民の運動習慣が定着しておらず、生活習慣病のリスクが相対的に高いことが、各種データから推察された。
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(1)事業の経緯
◼ 美馬市と徳島ヴォルティスの間で、SIBを活用した取組に合意し、協定を締結。

◼ 平成 30 年度 経済産業省健康寿命延伸産業創出推進事業を活用し、事業の実施可能性を検討。

美馬市 徳島ヴォルティス

課題

きっかけ

期待・
動機

背景

• 地域の高齢化の進行に伴って増加する、
医療費・介護給付費の適正化

• ｢美と健康｣のまちづくりを推進
• 全国データと比較して、メタボリックシンド
ロームやその予備軍が多く出現

• 地域貢献活動が無償であったことでの持
続性が課題

• Jリーグホームタウン・社会連携事業（シャ
レン！）活動の持続・拡大（資金・人材）

• 徳島ヴォルティス、同クラブのスポンサーの
大塚製薬から連携の働きかけを受ける

• 千葉県白子町でのSIB導入事例を知る

• 医療費・介護給付費削減、住民のQOL向上
• 大塚製薬、徳島ヴォルティスとの関係強化

• 社会貢献活動の持続・拡大
• クラブや地域の価値向上に期待
• 新たなファン獲得（サッカーに関心の低い層）

2018年11月21日
• 美馬市・大塚製薬「健康増進に関する連携協定」締結
• 美馬市・大塚製薬・徳島ヴォルティス「健康増進のためのプログラムに関する覚書」締結

• ホームタウンでの地域貢献活動として、
年間400回以上の活動を継続してきた
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(2)事業の目的

◼ 美馬市、徳島ヴォルティスのそれぞれの事業目的は以下のとおり。

美馬市

徳島ヴォルティス
・大塚製薬

• 運動習慣の定着による、地域の高齢
化の進行に伴い増加する医療費・介
護給付費の適正化、市民のQOL向
上

• 地域貢献活動であるホームタウン活
動の持続・拡大によるクラブや地域の
価値向上、市民との交流を通じた新
たなファンの獲得

• 成果に応じて支払いをする仕組みに
より、民間の創意工夫を引き出し、納
得感のある財政支出を実現

事業の目的 SIB手法導入の目的

• 外部資金調達によるイニシャルコスト
の捻出により、全国の資金力の乏し
いプロスポーツクラブ等への成果モデ
ルの水平展開

• KPIを明確にし、自治体と合意するこ
とで結果に対する委託者・受託者双
方での共通認識や連携の促進、他
地域での成果モデルの転用。
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出所：『まちづくり分野におけるSIBの活用』国土交通省 都市局 まちづくり推進課 都市開発金
融支援室 資料（令和３年２月２５日）を参考に㈱日本経済研究所作成

第三者評価

受益者
（市民）

委託費・補助金

金融機関等

資金提供

返済

民間事業者

事業成果の評価

事業成果の
評価結果

事業実施・
サービス提供

契約関係

成果に応じた
支払い

◼ SIB（Social Impact Bonｄ）とは、 社会課題・地域課題の解決を図ることを目的に、民間事業者が投資
家等から調達した資金で行政サービスを提供し、行政が当該サービスが生み出す成果に応じて支払
いを行う官民連携手法。

＜参考＞

(2)事業の目的
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２ 事業の概要
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事業名称
美馬市版SIB ヴォルティスコンディショニングプログラム

（以下、「VCPG」という。）

委託者 徳島県美馬市

事業対象

・評価方法

○対象者

姿勢の悪さや慢性的な痛みを感じる20 歳以上の市民

○評価方法

事前・事後アンケートと身体機能チェック

事業者

選定方式
随意契約

事業形態 ＳＩＢ事業

受託者 徳島ヴォルティス株式会社

事業期間 2019年４月～2024年３月（５年間）

サービス提供期間：2019年7月～2023年11月

事業範囲 ９週間／クールのプログラム×４クール／年 実施

（１クール100人、初・最終年度は３クール）

事業費等 38,400千円（うち成果連動部分3,000千円）

財政効果

試算

• 医療費：約185千円

• 介護給付費：約4,300千円

成果指標 目標値

運動習慣を持つようになった者の割合 60％

介護予防マニュアル基本チェックリストにおける、

運動機能の５項目中３項目以上該当者の改善

（65歳以上の参加者）

70％

出所：内閣府資料（https://www8.cao.go.jp/pfs/jirei/mima02.pdf） 

PFS官民連携プラットフォーム未活用団体ワーキンググループ第3回資料

 （https://www.pfs-platform.com/lib/data/working/Overview3-2.pdf）

 徳島ヴォルティスＨＰ「ニュース」（https://www.vortis.jp/information/news/?k=1）

(1)事業概要

ヴォルティスコンディショニングプログラムの様子
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◼ 事業の実施体制は以下のとおり。SIB事業にすることで、阿波銀行をはじめとした関係者の巻き込みをめ
ざした。また、中間支援組織として、案件形成及び事業期間中のモニタリング等を株式会社日本総合研
究所が支援した。

(2)事業実施体制・事業スキーム

出所：美馬市提供資料より㈱日本経済研究所作成

美馬市
（委託者）

徳島
ヴォルティス
（サービス提供者）

大塚製薬
R-body

タニタヘルスリンク
(連携先）

美馬市民
（サービス対象者）

㈱日本総合
研究所

（中間支援組織）

委託契約

支払

委託契約

商品・ノウハウ・
サービス（※）

阿波銀行
※徳島県信用保証協会保証付融資

（資金提供者）

サービス提供

返済融資

評価

〈共有する意識〉
VCPGの
成果指標
（KPI）達成

※大塚製薬：身体のリカバリーを目的とした
栄養サプリメント、R-body：コンディショニング
メソッド（R-conditioning）、タニタヘルスリン
ク：活動量を図るICTデバイス
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トレーニング内容の設定
• 1組25人を２人のコーチで担当
• １クール：９週間、100人
（土・日曜日コース、木曜日コース各２組）

• 参加者負担金：4,000円/人

トップアスリートも行っている運動トレーニング
を実施

◼ プログラムの開始前の事前アンケートにより参加前の運動習慣や基本チェックリストの該当状況、体調な
どを把握するとともに、動作評価（※）を行った。

◼ プログラム最終回に、再度、動作評価を行うとともに、プログラム修了約３週間後に再度、運動習慣など
をチェックし比較することで改善度を算定することとした。

(3)プログラムの内容

Step1
オリエンテー
ション

Step2
動作評価/運動習慣・
体調等チェック

Step4
動作再評価

約2か月（8週間）初回（開始１週間前）

運動習慣・体調等
チェック

実施年度 クール数 参加者目標

１年目 ３クール/年 300人

２～４年目 ４クール/年 400人×３年

５年目 ３クール/年 300人

合計 １８クール 1,800人 出所：美馬市提供資料

プ

ロ

グ

ラ

ム

修

了

３

週

間

後

Step3

①集合トレーニング（1回/週）

（自宅トレーニング1回/週以上）

②ボディメンテ ゼリー摂取

（各トレーニング後）

③活動量計の活用（歩数）

④ワークブックの活用

※R-bodyが、提供するS.O.A.P🄬に基づく、身体の状況を様々な動きでチェックする手法

<9>



出所：・経済産業省「地方公共団体向けヘルスケア領域における成果連動型民間委託契約方式（PFS/SIB）導入ノウハウ集」令和2年3月

・厚生労働省・経済産業省「成果連動型民間委託契約方式（PFS：Pay For Success）医療・健康及び介護分野の手引き」令和３年８月

①

②

高齢者の
主観的幸福感

の向上

人（※１）

ＩＣＴ
デバイス

栄養
サプリメント

参加者募集

健康
プログラム(※２)

の実施

プログラム
修了者数

運動器の改善

プログラム
参加者数

運動習慣
の改善

メンタルヘルス

の改善

高齢者の
ＡＤＬの維持

基本チェック
リストの改善

メンタルヘルスを
要因とした休職・
離職の抑制

高齢者の
ソーシャル

サポートの維持

新規要支援・
介護者の抑制

休業・離職による
逸失所得の抑制

QOLの向上

医療費の抑制

介護給付費
の抑制

介護離職
の減少

(4)成果指標・支払条件等
◼ 事業のロジックモデルは以下のとおり想定した。このロジックモデルを基に、事業目的との関連や、事業者の

モチベーションを引き出す観点、支払時期の妥当性などの観点から、以下の２つを成果指標に設定した。

※２ ヴォルティスコンディショニングプログラムのこと

※１ 徳島ヴォルティススタッフのこと
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成果指標①：運動習慣の改善
業務委託料

（報酬）

各年度の成果連動による委託料（運動習慣の改善）

＝各年度の成果連動による委託料（600 千円）×0.2×下記の達成率による支払率

成果指標
プログラム開始時に運動習慣（１日 30 分以上、週２回以上の運動習慣）のなかった参加者のうち、プログラム修了後に運動習慣を持つようになった

者の割合が60％以上

達成率

支払額

プログラム開始時に運動習慣のなかった参加者のうちプログラム修了時に運動習慣を持つようになった参加者数／プログラム開始時に運動習慣の

なかった参加者数（小数点以下四捨五入）

達成率 10％未満 10～19％ 20～29％ 30～39％ 40～49％ 50～59％ 60％～

支払率 0％ 10％ 30％ 50％ 70％ 90％ 100％

業務委託料

（報酬）

各年度の成果連動による委託料（基本チェックリストの改善）

＝各年度の成果連動による委託料（600 千円）×0.8×下記の達成率による支払率

成果指標

65 歳以上のプログラム参加者で、厚生労働省「介護予防マニュアル改訂版」に示された基本チェックリストにおける運動器の機能に係る次の５項目

中、プログラム開始時に３項目以上に該当した者（「該当者」）のうち、プログラム修了後に2項目以下に改善した者（「非該当者」）の割合が70%以上

・階段を手すりや壁をつたわらず昇っているか ・椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっているか

・１５分程度続けて歩いているか ・過去１年間転んだことがあるか

・転倒に対する不安が大きいか

達成率

支払額

プログラム開始時「該当者」のうちプログラム修了時「非該当者」数／プログラム開始時「該当者」数（小数点以下四捨五入）

成果指標②：基本チェックリストの改善

◼ 支払条件は、各成果指標に応じ、以下のとおりとした。

(4)成果指標・支払条件等

達成率 10％未満 10～19％ 20～29％ 30～39％ 40～49％ 50～59％ 60～69% 70％～

支払率 0％ 10％ 20％ 40％ 50％ 70％ 90％ 100％
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【医療費計算】
・1,800人×40%×60%＝432人

・432人×医療費増抑制効果6,990円/人＝3,019,680円

・3,019,680円×市町村負担分約６％＝ 185,444円

【介護給付費計算】
・900人×23.7％×70％＝149人

・149人×1,142,614円/人×7.1％＝12,087,713円

・12,087,713円×市負担分35.5％＝4,291,138円

【内訳】 【内訳】

※１ 出所：齋藤義信ほか「推奨運動量レベルの運動習慣と入院外医療費との関連」、2012年

※２ 出所：遠又靖丈ほか「1年間の要介護認定発生に対する基本チェックリストの予測妥当性の検証」、2011年

※3 市負担分＋1号保険料分である市の負担分35.5％（1号23.0%、市負担12.5％）

• 事業参加者の40％が運動習慣がない前提

※根拠：「健康みま21」週１回以上の運動習慣に関する質問

• 本事業で運動習慣がない人のうち60％が、運動習慣を持つと想定

参加者（1,800人）×（0.4）×（0.6）＝432人

• 全員が国保被保険者として試算し、運動習慣獲得で

6,990円（※１）／人の入院外医療費が抑制と推測

432人× 6,990円

＝事業全体の入院外医療費抑制額（3,019,680円）

• うち、国保医療費の市町村負担分が市負担額の抑制分

3,019,680円×国保医療費市負担分（ 6％ 程度）

=185,444円

• 65歳以上参加者のうち23.7％が基本チェックリスト「運動器の機能」で3項

目以上に該当の状態

• 本事業で70%が2項目以下に改善と想定

65歳以上参加者（900人）×（0.237）×（0.7）＝改善者数

（149人）

• 改善すると市の介護給付費（1,142,614円前後）／人が7.1%抑制

（※２）と推測

149人×1,142,614円前後×（0.071）

＝事業全体の介護給付費抑制額（12,087,713円）

• うち、市負担分35.5％（※３）が市負担額の抑制分

※市負担分＋1号保険料分である市の負担分35.5％（1号23.0%、市負担12.5％）

12,087,713円×（0.355）＝4,291,138円

900人

23.7％、213人 うち70％、149人

運動機能
問題あり

運動機能
改善

事業参加者

1800人
40％、
720人 うち60％ 432人

運動習慣
なし 運動習慣

獲得

事業参加者

※基本チェックリスト：厚生労働省「介護予防マニュアル改訂版」

(5)財政効果額（当初の想定）
◼ 日本総合研究所が事業開始前に行った財政効果額の当初想定では、医療費は185,444円、介護給付

費は4,291,138円の抑制が、それぞれ期待されていた。
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３ 事業の評価
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評価対象 評価項目 評価の視点

成果指標
成果指標①：運動習慣の改善

成果指標②：基本チェックリストの改善

事業期間を通じて２つの成果指標の達成状

況について評価

成果指標以外

成果指標以外で、事業を通じて得られ

たと評価しうる成果（参加者の行動・意

識変容の状況）

①プログラム参加時とプログラム修了時の事

前・事後アンケート調査結果を踏まえた心身

の状態等の改善について評価

②事業終了後である令和６年（２０２４年）の

状況についてのアンケート及びヒアリング調査

を通じて、参加者の行動・意識変容として、プ

ログラムや運動の継続状況や健康への意識

の変化、心身への変化や地域・コミュニティへ

の影響等の視点から評価

財政効果額

事業開始時に想定した財政効果額の

達成状況

事業期間を通じた実際の参加状況や、成果

指標の達成状況を踏まえた財政効果額の実

績値を算出

(1)評価対象の整理
◼ 事業評価は、以下を対象にその達成状況について検討した。

◼ 事業で設定した成果指標の達成状況に加え、成果指標以外の事業を通じて得られた成果についても
評価対象とした。
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◼ 事業期間（2019年度～2023年度）のうち大半がコロナ禍であったが、期間中を通して以下のとおりの

参加があった。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

実参加者数 264人 116人 153人 117人 60人 710人

延参加者数 267人 131人 259人 331人 291人 1,279人

(2)成果指標の達成状況

事業期間 実施回数 参加回数別人数 参加者の年齢

2019年４月

～

2024年３月

1クール９週間×４クール／年度 実施

（初・最終年度は３クール）

1回：490人、 2回：108人、 3回：43人、4回：18人、  5回：13人  

  6回：008人、  ７回：0 1人、  8回：07人、9回：04人、10回： 3人

１１回：003人 12回：  1人、13回：01人

20歳～87歳

<15>



成果指標①：運動習慣の改善・・・プログラム修了３週間後に運動習慣を持つようになった者の割合が６割以上

成果指標
プログラム開始時に運動習慣（１日 30 分以上、週２回以上の運動習慣）のなかった参加者のうち、プログラム修了後に運動習慣を持つようになった者

の割合が60％以上

改善状況

全参加者（710人）中、有効回答者は585人。このうち、参加時点で運動習慣のない参加者は352人（60.2％）

→運動習慣のない参加者352人中、228人が運動を習慣化（５年間トータルでの達成率64.8％）

成果指標

65 歳以上のプログラム参加者で、厚生労働省「介護予防マニュアル改訂版」に示された基本チェックリストにおける運動器の機能に係る下記の５項目

中、プログラム開始時に３項目以上に該当した者（「該当者」）のうち、プログラム修了後に2項目以下に改善した者（「非該当者」）の割合が70%以上

・階段を手すりや壁をつたわらず昇っているか ・椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっているか

・１５分程度続けて歩いているか ・過去１年間転んだことがあるか

・転倒に対する不安が大きいか

改善状況

65歳以上の参加者（270人）中、有効回答者は202人。このうち、参加時点で3項目以上該当者は53人（26.2％）。

→3項目以上該当者53人中、45人が2項目以下に改善（５年間トータルでの達成率84.9％）

成果指標②：基本チェックリストの改善・・・プログラム前後で、基本チェックリストの関係項目の該当数が３項目
 以上から２項目以下に改善した者の割合が７割以上

◼ 事業期間を通じ、成果指標①、②は、いずれも達成した。

出所：・美馬市資料より㈱日本経済研究所作成

(2)成果指標の達成状況
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◼ 事業期間の年度ごとの成果達成状況と支払額については、以下のとおりである。

◼ 固定費は、事業に係る実費相当額に充当されるため参加者数に応じて毎年度変動している。成果指標連動
部分については、未達がある期でも達成率は９割を確保している。

(2)成果指標の達成状況

出所：・美馬市資料より㈱日本経済研究所作成

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 合計

実績

（目標）

目標参加者数 300人 400人 400人 400人 300人 1,800人

延参加者数 267人 131人 259人 331人 291人 1,279人

実参加者数 264人 116人 153人 １１７人 60人 710人

成果指標①

運動習慣の

改善

改善率（目標60％） 58.2％ 65.6％ 65.6％ 64.5％ 80.6％ 64.8％（※2）

達成率（※1） 97.8％ 100％ 100％ 100％ 100％ 99.56％（※3）

支払率 90％ 100％ 100％ 100％ 100％ 98％（※3）

成果指標②

基本チェック

リストの改善

改善率（目標70％） 100％ 81.8％ 90.0％ 69.2％ 66.7％ 84.9％（※2）

達成率（※１） 100％ 100％ 100％ 98.9％ 95.3％ 98.84％（※3）

支払率 100％ 100％ 100％ 90％ 90％ 96％（※3）

支払額

固定費＝実費相当額 4,473,810円 3,146,850円 5,860,200円 6,258,950円 5,664.160円 25,403,970円

成果指標① 運動習慣の改善 108,000円 120,000円 120,000円 120,000円 120,000円 588,000円

成果指標② 基本チェックリストの改善 480,000円 480,000円 480,000円 432,000円 432,000円 2,304,000円

合計 5,061,810円 3,746,850円 6,460,200円 6,810,950円 6,216,160円 28,295,970円

※１ 達成率100％超は、「100％」と表示  ※２ ５年間トータルの値 ※３ ５年間の平均値
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対象 実施方法 実施時期

アンケート調査

（☞P２９～）

①事業期間中のアンケート

プログラム参加者710人

アンケート調査票を配布 左記の参加者に対して、以下の

時期に実施

・プログラム開始前

・プログラム修了３週間後

②事業終了後のアンケート

プログラム参加者総数710人中転出者及

び住所不明者を除く659人

※回答者357人（回答率54.2％）

アンケート調査票を配布 2024年8月配布・回収

ヒアリング調査

（☞P５４～）

美馬市 対面ヒアリング 2024年11月

徳島ヴォルティス・大塚製薬 WEBヒアリング ※一部対面ヒアリング 2025年２月

参加市民 対面ヒアリング 2024年11月

その他

（☞P５２～、

P６３～）

行政評価 行政評価の結果の整理 2020年７～８月、2021年７月、

2022年６月開催

視察・受賞・表彰等 HP検索、ヒアリング 2025年１月

◼ 事業を通じて、設定した成果指標以外にも、美馬市、徳島ヴォルティス・大塚製薬、参加した市民に

とってどのような成果があったのか、それぞれの視点で検討した。

(3)成果指標以外の成果
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＜事業期間中アンケートの結果＞

各クールの参加者に対して、①参加前、②修了３週間後と、２回に分けてアンケートを実施し、参加前後の

の状態を比較した。参加者の体調、健康満足度、運動習慣の変化は以下のとおりであり、有意に改善して

いることが確認された。（「体調」、「健康満足度」については数値が高いほど改善を示している。）

体調に関する項目の変化 健康満足度に関する項目の変化 運動習慣の変化

(3)成果指標以外の成果

（点） （点） （回/週）

※平均値±標準偏差, 有効回答数：429–605,*** p ＜ 0.001 (Wilcoxon符号順位検定)
終了後開始前

*** ********* *** *** *** *** ***

出所：徳島ヴォルティス提供
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(3)成果指標以外の成果
＜事業期間中アンケートの結果＞

各クールの参加者に対して、①参加前、②修了３週間後と、２回に分けてアンケートを実施し、参加前後の

の状態を比較したところ、回答時点から過去２週間の体調不良の有無、肩こりや腰痛の有無についても変化

が見られた。
過去2週間の体調不良の有無に関する変化

***

***

***

※前後のアンケート両方に回答した者 (n=550) で作成 *** p ＜ 0.001 (Fisher直接確率法)

※徳島ヴォルティスより提供
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アンケート配布数 回答 回答率

659人（参加者のうち転出者及び住所不明者等除く） 357人 ※一部の設問のみに対する回答者含む 54.2％

＜事業終了後アンケート調査結果＞ 回答状況

◼ プログラムの全参加者710人のうち、転出者及び住所不明者等を除く659人に対して事業終了後アン
ケート調査票を配布し、回答者は357人（回答率54.2％）であった。

◼ 回答者のうち74.2％が女性であった。プログラム参加時年齢は60歳代が37.5％と最も多く、次いで70歳
代、50歳代で約２割であった。

◼ なお、回答者の性別・年齢構成割合は、プログラム参加者全体とほぼ同じ構成となっている（※）。

※710人の参加者のうち女性が75.5％。また、60歳代参加者33.9％、50歳代21.4％、70歳代18.6％

(3)成果指標以外の成果
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(3)成果指標以外の成果

◼ プログラム修了後、現在（事業終了後アンケート回答時点 ※以下同じ）まで、1回当たり30分以上の運
動を、週に2回以上実施しているかどうかたずねたところ、約半数が実施していると回答した。

◼ また、プログラム修了後、現在までコンディショニングプログラムのトレー二ングを継続していると答えた回答
者が24％であった。

◼ 上記の２つの設問への回答をクロス集計すると、運動習慣が継続している人のうち半数がコンディショニン
グプログラムを継続しており、運動習慣の定着にコンディショニングプログラムが貢献していると評価できる。

＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果①
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◼ プログラムへの満足度をたずねたところ、当設問の回答者の95％が、10段階のうち５以上を選択し、また
回答者の55％が、満足度８以上と回答した。回答者のプログラムに対する高い満足度がうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果②
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◼ プログラム修了後に運動を継続している理由をたずねたところ、最も多かった回答は「教わったトレーニン
グが、自宅や身近な場所でも出来るから」で、27％を占めた。次いで、「プログラムを通じて身体の調子
が良くなったから」が22％、そのほか「プログラムを通じて身体を動かすのが好きになったから」、「教わっ
たトレーニングが続けやすい強度だから」、「プログラムを通じて、充実した気分になれたから」と続いた。

◼ プログラム内容が回答した参加者のニーズにマッチし、満足度が高い内容であったことがうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果③
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◼ プログラム参加による気持ちの変化をたずねたところ、「充実した気持ちになることが多くなった」が最も多
く、次いで、「新しいことに興味がわくようになった」、「楽しいと思うことが増えた」という回答が多かった。

◼ 「その他」の選択肢を回答した人についても、運動意欲の向上や継続への言及が多く、プログラムへの参
加を通じて、多くの回答者が前向きな気持ちになったと感じていることがうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果④
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◼ プログラム参加による行動の変化についてたずねたところ、気持ちの変化に比べて、「特に変化はない」と
いう回答が最も多いが、次に「外出する機会が増えた」、「地域の活動やイベントに参加するようになった」
という回答が続き、一定の回答者が、プログラム参加により行動的になったと感じていることがうかがえる。

◼ また「世代を問わず地域に知り合いや仲間が増えた」、「人と話す機会が増えた」という回答が合算して全
回答の２割ほどあった。プログラムを通じ、交流機会が増加した人が一定数おり、地域住民の交流にも寄
与していることがうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑤
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◼ プログラム参加による徳島ヴォルティスとの関係の変化についてたずねたところ、「身近な存在になった」
という回答が圧倒的に多く、続いて、「クラブの社会貢献活動に関心を持つようになった」、「試合を観戦
しに行くようになった」という回答も一定数あった。

◼ プログラムにより徳島ヴォルティスへの関心が高まり、一定数は試合を観戦しに行くなどの行動を伴う変
化があったことがうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑥
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◼ プログラムに参加して満足した点をたずねたところ「効果的なトレーニング方法を知ることが出来たこと」、
「自分の身体の状態を把握することができたこと」が多く、「プロのサッカークラブのトレーナー（※）に指導し
てもらえたこと」、「健康に関する知識が増えたこと」と続いており、心身の状態を含む健康に対する情報を
習得できたことや、プロサッカークラブのトレーナーによる指導が得られたことに高い満足を得ていたことが
わかる。

◼ また、「みんなで一緒にトレーニングすることが楽しかったこと」、「知り合いや仲間ができたこと」という回答も
一定数あり、参加者間の交流やコミュニケーションの契機となったことに満足していることがうかがえる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑦
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◼ プログラムを周囲に薦めたいと思うかをたずねたところ、0～10点のうち、“とても薦めたい”の「１０」が最も
多く、全体の約２５％を占めた。また「５」以上を選択した人は９６％を占めている。

◼ 回答者の満足度が非常に高いことがわかる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑧
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◼ プログラム参加による変化をたずねたところ、最も多い回答が「健康に関心を持つようになった」であった。
「健康診断やがん検診などを受診するようになった」という回答も多く、プログラムに参加したことにより、健
康への関心、健康診断の受診といった、健康に関する意識変容や行動変容につながったと評価できる。

◼ この他、「VCPG以外の美と健康のまち推進課(※)主催の事業に参加するようになった」という回答が全体
の14％あり、回答者の市の政策への関心がプログラム前よりも高まったと評価できる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑨

※ヴォルティスコンディショニングプログラムなど、市民が「人生100年時代」を美しく、健康で暮らすことができるまちづくりのための事業に取り組む美馬市の部署
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◼ プログラム参加後、事業終了後アンケート回答時点までのトレーニングの継続有無と最近の就寝前の疲
労感の関係を見ると（※）、トレーニング継続有の回答者は、0～10点のうち、“疲れを感じない最良の感
覚”である「10」や次点である「９」を選択した人がそれぞれ約６％おり、また「８」「７」を選択した人と合わ
せると約55％に及ぶ。

◼ 一方、トレーニング継続無の回答者は、中央である「５」が最も多く、“何も出来ないほど疲れ切った感
覚”に近い「４」「３」を選択した人も約24％おり、トレーニング継続者の方が疲労感を感じていない傾向が
うかがえる。
※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑩
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◼ トレーニングの継続有無別に、最近の睡眠についての満足度を見ると（※）、トレーニング継続有の回答者
の方が、 “とても満足”に近い選択肢「８」「７」の回答が多く、４割強に及んだ。

◼ 一方、トレーニング継続無の回答者は回答が分散しており、「８」の回答が15.4％と最も多かったものの、
“とても不満足”に近い「３」も12．7％と多く、「３」以下が全体の約２割を占めた。

◼ このことからも、トレーニング継続者の方が睡眠の満足度が高い傾向にあると言える。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑪
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◼ トレーニング継続有無別に、最近の肩こり、腰痛、膝痛の状況を見ると（※）、トレーニング継続有と答えた
回答者の方が、“とても快調”である「10」や、それに近い「７」「８」「９」を選んだ人が多く、合わせて約６割
に及んだ。一方、トレー二ング継続無の回答者は選択肢が分散しており、「７」「８」を選択した人が多かっ
たほか、“とてもつらい”に近い「３」、中間の「５」を選択した回答者もそれぞれ約14％いた。

◼ トレー二ング継続有無と最近の肩こり等の不調は関連性があると言えるが、トレーニングにより肩こり等の
不調が少ないことがうかがえる。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑫
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◼ トレーニング継続有無別に、理想の健康像に対する現在の満足度を見ると（※）、トレーニング継続有の
回答者の方が、“とても満足”である「10」に近い選択肢を選んだ人が多く、「８」「９」「10」で合わせて約４
割に及んだ。一方、トレー二ング継続無の回答者は選択肢が分散しており、「７」「８」のほか、“とても不満
足”に近い「３」を選択した回答者が約13％、中間の「５」を選択した回答者もそれぞれ約20％いた。

◼ トレー二ング継続有の回答者の方が健康の満足度が高い傾向にあることがわかる。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑬
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◼ トレーニングの継続有無別に、 1日当たりの平均歩数を調査したところ（※）、トレーニング継続有の回答
者は、4,000歩以上6,000歩未満が最も多く、これに加え、6,000歩以上8,000歩未満、1万歩以上の
回答割合が、トレーニング継続無の回答者のそれぞれの割合より高かった。一方で、8,000歩以上１万
歩未満の回答は、トレーニング継続無の回答者の方が割合が高かった。また、4,000歩未満については、
トレーニング継続有の回答者の割合が継続していない回答者に比べて低かった。

◼ ここから、１日当たりの歩数が多い（8,000歩以上）回答者と、トレーニング継続有無の関連は不明だが、
トレーニング継続者の方が、１日当たり歩数が少ない（4,000歩未満）回答者の割合が低いことがわかる。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑭

 ※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。
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◼ トレーニング継続有無別に、プログラム参加による気持ちの変化を調査したところ（※）、トレーニング継続
有の回答者の方が、「充実した気持ちになることが多くなった」、「新しいことに興味がわくようになった」な
ど、前向きな気持ちの変化があったことを回答した人の割合が多く、いずれも、トレーニング継続無の回答
者のこれらの回答割合の２倍前後に及んだ。

◼ トレーニング継続者の方が、前向きな気持ちの変化があったと言える。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑮
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◼ トレーニング継続有無別に、プログラム参加による行動の変化を調査したところ（※）、トレーニング継続有
の回答者は、「地域の活動やイベントに参加するようになった」などを回答した割合が多く、ほとんどの選択
肢において、トレーニング継続無の回答者の回答割合を２倍近く上回った。一方、トレーニング継続無の回
答者は「特に変化はない」が最も多い回答選択肢であり、トレー二ング継続有の回答者の回答割合を大き
く上回った。

◼ トレーニング継続者の方が、行動的になり、交流等の機会が増えていることがわかるが、これは修了者向
けプログラムや修了者によるコミュニティ形成の効果であることも考えられる。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑯
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◼ トレーニング継続有無別に、プログラム参加による徳島ヴォルティスとの関わりの変化をたずねた（※）と
ころ、トレー二ング継続有の回答者は、「身近な存在になった」と回答した人が８割弱に上り、「Jリーグク
ラブの社会貢献活動に関心を持つようになった」が約２割、「試合を観戦しに行くようになった」という回
答が約１割あった。

◼ 一方でトレーニング継続無の回答者は「特に変化はない」が最も多い回答選択肢であり、トレーニング継
続者の方が、徳島ヴォルティスを身近に感じ、関心をもつようになったことがわかる。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑰
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◼ トレーニング継続有無別に、プログラム参加による市の政策や健康等に関する変化をたずねたところ（※）
トレーニング継続有の回答者は、「自身や家族の健康に関心を持つようになった」と回答した人が８割弱、
「VCPG以外の美と健康のまち推進課主催の事業に参加するようになった」が５割弱に及んだ。

◼ 一方でトレーニング継続無の回答者は、「特に変化はない」の回答が約２割おり、「VCPG以外の美と健康
のまち推進課主催の事業に参加するようになった」の回答割合は15％にとどまるなど複数の選択肢にお
いて差が見られた。このことからも、トレーニングを継続することで、市の政策や健康、運動への関心が高
まり、健康寿命の延伸による医療費・介護給付費の抑制につながることが期待できると言える。

※両方の設問に回答が無かった人は除いて集計しているため、ｎ数はアンケート全体の回答者数よりも小さい。

＜事業終了後アンケート調査結果＞ プログラムによる変化・効果⑱

(3)成果指標以外の成果
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◼ 参加者からは、参加により心身の変化が得られたとして、以下のようなコメントが寄せられた。※年齢は初参加時

60歳代・女性

参加者でダンスチームを結成し、練習を重ねるうちに絆も深まりました。施設への慰問やイベント
に出演させて頂き、高揚感や達成感を味わうことができ、身体的にも精神的にもとても充実して
います。これもプログラムにより楽にトレーニングができて、筋力、柔軟性がUPし、体が整えられた
お陰だと感謝しています。

70歳代・女性

60歳代・男性

教えていただいたお陰で、83歳にしてスクワットや片足立ちが出来るようになり、旅行にいっても
歩くのが早いなどと言ってもらえます。色々教えていただき感謝、感謝です。

高血圧気味だったのが、数値が低くなったりするなど、体調が改善されました。

60歳代・女性

元来、運動が苦手でその方面には興味関心が薄かったのですが、自身の身体の健康について
考えたとき、本教室の案内を知り、約２年前から参加させて頂いています。参加する中で少しず
つでも身体を動かすことに楽しさ（心地よさ）を感じられるようになり、出会う人達と交流したりする
ことで自己肯定感も持てるようになりました。更に意欲を持って頑張りたいです。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ 参加者の声① ～自由記述欄～
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◼ 参加者からは、市の政策や徳島ヴォルティスへの関心について以下のようなコメントが寄せられた。

30歳代・男性

ヴォルティスサポーターとして、美馬市がVCPG等で他のホームタウンではできていない先進的
かつ市民にもプラスになる取組を実践してくださっていることは大変誇らしいです。

70歳代・女性

80歳代・男性

住民の心身の健康増進につながる企画であり素晴らしい取組であると思った。引きこもりがちな
高齢者がまだまだ沢山いらっしゃるので、もっと住民に拡張して健康寿命を延長する方策とし、
健康の町づくりを推進する事業を充実してほしい。

よい機会を与えていただき感謝しています。今後もジェロントロジー（※）を実践していきたいと
願っています。

50歳代・男性

個人的にはプログラムは今後も続けていただきたい。動作内容はもっと変化のあるものにしてい
ただきたい。プログラム自体は本当に素晴らしい取組。他に例を見ない事業であり、美馬市の伝
統、名物になればと考えています。

(3)成果指標以外の成果
＜事業終了後アンケート調査結果＞ 参加者の声② ～自由記述欄～

※ジェロントロジー：高齢社会に必要な仕組みづくりを、心理学、医学、社会学等の幅広い分野から学際的に研究すること。美馬市では、“高齢者が積極的に社会参画して貢献する主体とな

り、かつ全世代が健康でより活躍できる新たな社会システムの構築を目指す”という解釈のもと、「人生100年時代」を生き抜くための美と健康のまちづくりに力を入れている。

※年齢は初参加時

<41>



委員会名 美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会

開催時期

・令和２年度 書面会議（令和２年７月１日～８月４日に実施）

・令和３年度 オンライン会議（令和３年７月８日に実施）

・令和４年度 オンライン会議（令和４年６月２３日に実施）

開催概要

上記のとおり検証委員会が開催され、「第2期美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本

目標に定める数値目標、基本目標を達成するための具体的な事業に定めるKPIの進捗状況

等について、下記の委員から評価・検証を受けた。

※検証委員会の詳細は、美馬市ホームページを参照。

美馬市ホームページ：https://www.city.mima.lg.jp/gyosei/docs/17639.html

委員

委員長 加渡いづみ 四国大学短期大学部ビジネス・コミュニケーション科教授

委 員 本田 裕一 公認会計士

委 員 徳山 直人 四国大学SUBARU事業推進本部副本部長

委 員 佐藤 健二 行政経験者

◼ 美馬市では本事業について、大学教授や公認会計士など外部有識者を含む「美馬市まち・ひと・しごと
創生総合戦略検証委員会」において、アウトプット指標の達成状況についての評価を行った。

(3)成果指標以外の成果
＜行政評価の結果＞ 美馬市の視点①
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◼ 「美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会」では、主に以下のような意見が出ていた。

KPIは目標を上回っており、参加者の評価や満足度も高い。市民への健康意識の浸透にも寄与
する事業であり、プログラム参加修了者による「ヴォルティスコンディショニングクラブ」（※）の存
在が、新しいコミュニティとして地域に根差すことはとても有意義である。

全国的にも評価されている事業であり、市民の健康意識の向上にもつながっていると考えられる。
指導者の技術も向上しているとのことであり、今後より効率的な事業運営も期待できる。

対象者の誘い込み、また裾野を広げることが課題になっているように思われる。より多くの方に関
心を持っていただくためのきっかけづくりが必要ではないか。

(3)成果指標以外の成果
＜行政評価の結果＞ 美馬市の視点②

※ヴォルティスコンディショニングクラブ：ヴォルティスコンディショニングプログラム（VCPG）の修了

者によるコミュニティで、プログラム修了後もコンディショニング等を継続的に実施している。
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◼ 美馬市の視点から事業で得られた成果を振り返ると、以下のような点が挙げられる。

事業の成果１

素晴らしい

プログラム

が提供できた

事業の成果２

市民から

高い評価が

得られた

• 専用のTシャツを作成し、一体感を醸成したり、公式LINEを作成し、情報を継続的に発
信したり、修了者向けイベントとして運動会を実施するなど、徳島ヴォルティスならではの
提案や工夫により、市民の運動習慣の定着に向けた素晴らしいプログラムを提供しても
らえた。

• 参加者の中にはリピーターも多く、プログラムが増えるなど、市民からの事業への高い評
価を頂いている。

• 健康増進や介護予防の効果だけでなく、参加した市民同士での交流や繋がり、仲間づく
りのきっかけとなり、コミュニティの創出にも寄与した。

事業の成果３

美馬市を

知ってもらえた

• これまで市とあまり接点がなかった市民の方々に、市の事業を身近に感じてもらえる機
会となった。

• 視察や取材、問合せなど、事業を通じて他の地域からの美馬市の認知度向上につな
がった。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 美馬市の視点①
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SIB手法の成果

SIB手法の課題

手法導入に

負担が大きい

◼ 美馬市の視点からSIB手法についての成果と課題を振り返ると、 以下のような点が挙げられる。

• SIB手法による事業は、成果連動分の支払基準の設定など事業の設計に負担がある
ことから、市側にとって業務の効率化が図られるとは必ずしもいえない面がある。

• 仕様発注とは異なり、事業期間中であっても、成果の達成状況を踏まえ、受注者側と
成果向上に向けて協議を継続できる。

• 成果向上に向け、民間事業者によるプログラム内容の充実化が常に図られることは、
SIB手法が引き出す効果といえる。コーチによる指導方法が年々バージョンアップする
など、事業期間中、プログラムの内容がブラッシュアップしており、成果向上のために創
意工夫を凝らしてもらえた。

成果向上に
向けたサービ
スの充実化

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 美馬市の視点②
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事業の成果１

持続的な

地域貢献

活動の実現

事業の成果２

地域・市民

の繋がり

構築

事業の成果３

企業活動の

認知度向上

◼ 民間事業者の視点から事業で得られた成果を振り返ると、以下のような点が挙げられる。

• 地域課題への対応の重要性が増す中で、これまでボランティアで取り組んできた地域貢
献活動を事業化することにより持続可能な取組を実現できる。

• プログラムや栄養情報等の提供を通じ、参加者である市民の健康状態や、運動習慣の改
善だけでなく、参加前に比べて明るく活動的になったなどの前向きな変化に貢献でき、市
民の笑顔が見られる意義のある取組であった。

• プログラムを通じて、市民との交流により、徳島ヴォルティスに対して親近感を抱いてもら
い、応援してくれるファンが増え、地域との繋がりが強くなった。

• プログラムが参加者同士の交流・仲間づくりのきっかけとなり、修了後もOB・OGとしての関
係継続など、コミュニティの形成にも貢献できた。

• 徳島ヴォルティスと大塚製薬が連携協力したことで、プロのコーチによる運動指導と、栄
養面での指導とを同時に行うことができた。

• 運動と栄養の指導を通じ、徳島ヴォルティスの社会貢献活動への理解促進、大塚製薬
の製品やその効能を知ってもらう機会となるなど、企業活動の認知度向上につながった。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 民間事業者の視点①
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課題１

課題２

◼ 民間事業者の視点からSIB手法についての成果と課題を振り返ると、 以下のような点が挙げられる。

SIB手法の成果

SIB手法の課題

手法導入に

負担が大きい

成果達成に
向けた責任
感の向上

• 成果が求められることで、より責任感を持って業務に取り組み、成果向上のための工夫を
行ったことで、結果として、多くの参加者に体調改善などの具体的な効果を感じてもらえ
たと捉えている。

• 性能発注により成果に応じて委託料を支払う仕組みであるため、予測が立てにくい新規
事業に取り組む際に、委託料の設定次第で発注者側のリスクを低減することが出来るの
ではないだろうか。

• プログラム実施に加えて、成果を評価するためのデータを収集するという作業が発生し
たため事務的な負担感があり、人的なリソースが課題となった。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 民間事業者の視点②
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◼ 事業終了後アンケートに回答した参加者の一部に対し、具体的に参加者が感じている事業の効果につ
いてより詳しいヒアリング調査を行った。

Cさん

2024年11月に美馬市内で開催されたコンディショニングイ
ベントに出席していた、アンケート回答者３人（左記）にヒアリン
グを行った。

・美馬市在住45年
・訪問販売の仕事を数10年継続
・料理が趣味
・VCPGに複数クール参加

Aさん

Bさん

・8年前まで飲食店を営む（現在は廃業）
・趣味はダンスやエアロビクスなど
・VCPGに複数クール参加

・学校卒業後は他地域に在住したが、
40歳で地元・美馬市へ
・親の介護のためパートを退職
・農業をしている
・VCPGに複数クール参加

出所：（株）日本経済研究所撮影

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 市民の視点①
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◼ 金額の“お得感”が１つのきっかけとなり参加したが、継続して参加し、修了後も生活にプログラムを取
入れた。

◼ 結果、体調の良さを感じており、VCPGの価値を高く評価。事業者や市に対する意識変化も見られた。

Q：VCPG参加のきっかけは？

Aさん

A：参加者用のTシャツや、ゼリー飲料もついて１クール4,000円は安いと思い、元々体を動かすことが好き
でもあったために2019年の初回から参加した。

Q：参加した感想と、効果は？

A：内容自体はハードだったが、コーチが良くほめてくれるのが楽しく、やめようと思わなかった。回を重ねるごとにプログ
ラムが無意識に体に馴染み、体が良くなっていった。
VCPG修了後の現在も、配布テキストに掲載されている内容を自分なりに組み直し、１日15分、３種目のプログラムを
組み合わせたメニューを３か月続けている。おかげで体調はとても良い。
また体調以外の変化として、徳島ヴォルティスを身近に感じるようになった。市の担当部署の職員も身近になった。

Q：VCPGに参加して以降、周囲から何か変わったと言われることは？

A：体重はほとんど変わっていないが、友人や家族からは「痩せたね」とよく言われる。

Q：もしこのプログラムを、市が提供するものでない市井のサービスとして、価値換算するなら？

A：プログラムの価値を価格換算するなら、少なくとも数倍の価値があると感じている。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 市民の視点② ～参加者Aさんの場合～
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◼ 体調の改善に加え、身体の調子を整えるための家計負担が減ったという声が聞かれた。また姿勢の改
善や、おしゃれを気にするなどの変化もあった。

Q：VCPG参加のきっかけは？

Bさん

A：広報で知り、フィットネスなどに比べると安いと感じた。
首や腰に不具合があったので、その改善を目的として初回から参加した。

Q：参加した感想と、効果は？

A：最初は不安もあったが、行ってみると楽しく、継続参加できた。
皆と一緒に参加できる楽しさや、コーチとのコミュニケーションのおかげで続けられた。
自分は肩こりがあり、30年以上マッサージに通っていたが、VCPGに参加してからその頻度も減り（以前は月に２、３
回程度だったが、VCPG参加後は２か月に１回程度）、家計にも優しくなった。体が軽くなったと感じる。

Q：VCPGに参加して以降、周囲から何か変わったと言われることは？

A：猫背だったが、「姿勢が良くなった」と言われる。スーパーの窓ガラスに映る自分の姿を見ると変わったと感じる。

Q：何か意識の変化はあるか？

A：出かける頻度が以前より増えた分だけ、おしゃれなどを気にする機会も増えた。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 市民の視点③ ～参加者Bさんの場合～
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◼ メタボリックシンドロームの進行が止まり、筋肉量が増えるなど、明らかな体調の改善を感じていた。また、
単純な運動量増加のみならず、生活の中で身体への負担を減らすための知識が身についたことへの言
及があった。

Q：VCPG参加のきっかけは？

Cさん

A：以前から、運動による医療費削減という話題に関心があったため、VCPGを知った際は、これは私が行
かないといけないという使命感があり、また不摂生でメタボリックシンドロームに近づいていたこともあり、参
加を決めた。値段が安かったこともある。

Q：参加した感想と、効果は？

A：最初は筋肉痛があった。参加しているうちに慣れ、自分の姿勢などが少しずつ変わっている気がした。段々と人の
輪が広がると、より楽しくなった。メタボリックシンドロームの進行が止まり、筋肉量が増えた。動きが軽くなり何をしても
楽になった。農業でも体の使い方や力の入れ方が以前とは異なり、親の介護でも体を痛めることが一切なくなった。
VCPGへの参加によって、普段の生活でも正しい体の使い方がわかるようになった。

Q：VCPGに参加して以降、周囲から何か変わったと言われることは？

A：「毎日楽しそうだ」とよく言われる。

Q：今後、市内で健康にかかる取組みやイベントを実施するとして、どのような視点があると良いと思うか。

A：住民の意識も最近は変わり、“健康のためにお金を払い運動をしにくる”という意識が浸透してきたように感じる。

(3)成果指標以外の成果
＜ヒアリング調査結果＞ 市民の視点④ ～参加者Cさんの場合～
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◼ 事業終了後アンケートの結果やヒアリング結果等から推察されるVCPGによる意識、行動、習慣への効果は

以下のとおり。

• 充実した気持ちや新しいことへの興味、楽しいと思う気持ちが強くなったと感じる人が多い
→メンタル、自己肯定感の向上、ＱＯＬの向上

• 知り合いや仲間が増え、会話の機会が増えたと感じる人が一定数いる
→交流機会の増加

• 外出や地域の集まりに参加するようになった人が一定数いる
→外出・交流頻度の増加

• 自身や家族の健康に以前より関心を持つようになった人が多い
→健康意識の高まり（意識変容）

• 健康診断・がん検診を受けるようになった人が一定数いる
→健康意識の高まり（行動変容）、病気の早期発見

• 市主催の健康事業へ参加が増えた人が一定数いる （※）
→市の政策への関心度の向上、広報効果

※市の政策への関心に関連し、定量的な測定ではないが、事業終了後アンケートの自由記述欄におい
 て、地元プロサッカークラブと連携した先進的なSIB手法による取組ということを認知した上で、「先
進的な取組で誇らしい」、「名物になってほしい」という回答も複数見受けられ、“郷土愛”または“シ

 ビックプライド”の醸成効果も一部あったものと推察される。

VCPGの効果として考えられること

(3)成果指標以外の成果
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◼ 自治体等からの視察、問合せなども受けている。（2025年１月時点）

No. 日付 来訪団体 視察概要

１ 2019/11/21 長野県高森町議会 美馬市のまちづくりについて（観光、健康づくり）

２ 2022/07/21 東京都北区議会 美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラムについて

３ 2022/11/24 兵庫県洲本市議会 美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラムについて

４ 2023/11/16 北海道砂川市議会 人生100年時代～アクティブシニアの取組について

５ 2024/05/29 徳島県議会 美馬市「人生100年時代」美と健康のまちづくり推進プロジェクトについて

６ 2024/12/11 山口県産業技術センター 美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラムについて

＜視察件数＞

(3)成果指標以外の成果
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(3)成果指標以外の成果
＜受賞・表彰等＞

◼ 2020年東京オリンピック以降に、その盛り上がりを持続させるため、スポーツを活用した総合的なまちづ
くり（「スポーツ・健康まちづくり」）に取り組もうとしている自治体をスポーツ庁が表彰する「スポーツ・健康
まちづくり優良自治体表彰2021」を美馬市が受賞した。

【表彰式の様子】

【表彰のプロセス】

出所：

スポーツ庁 「スポまち！長官表彰2021」開催事後レポート

（https://www.mext.go.jp/sports/content/20210614-

spt_stiiki-000015795_11111.pdf）

スポーツ庁 「スポーツ・健康まちづくり」優良自治体表彰制度

（https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatet

op09/list/detail/1384512_00002.htm）
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出所：スポーツ庁（https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/bunkabukai002/toushin/1420006_00002.htm）

(3)成果指標以外の成果
＜受賞・表彰等＞

◼ 「第３期スポーツ基本計画」に記載の目標や施策に取り組む上で参考となるよう、スポーツ庁が「Sport 
in Lifeガイドブック ～スポーツによる健康増進とライフパフォーマンスの向上を目指して～」を取りまとめ、
2024年３月に公表された。

◼ ガイドブックP76には「ヴォルティスコンディショニングプログラム」が「取組事例」として掲載されている。
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(3)成果指標以外の成果
＜受賞・表彰等＞

◼ 全56クラブのホームタウン・社会連携（シャレン！）活動（※）の中から、特に社会に幅広く共有したい活
動を表彰する「2020Jリーグシャレン！アウォーズ」において、一般投票６位を獲得した。

◼ 最終選考において、国や自治体が掲げる政策を活用し、地域の課題解決に向けて多様なステークホル
ダーと連携し、持続可能な活動となる取組に対して表彰される「パブリック賞」を受賞した。

※社会課題や共通のテーマ（教育、ダイバーシティ、まちづくり、健康、世代間交流など）に、地域の
 人・企業や団体（営利・非営利問わず）・自治体・学校などとJリーグ・Jクラブが連携して取り組む
 活動のこと。

(シャレン！HP(https://www.jleague.jp/sharen/awards2020/)から引用)

出所: シャレン！Jリーグ社会連携（https://www.jleague.jp/sharen/article/224/） シャレン！Jリーグ社会連携（https://www.jleague.jp/sharen/awards2020/）
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◼ ｢Ｊリーグシャレン！アウォーズ パブリック賞｣や｢アジア健康長寿イノベーション賞｣などを受賞している。

＜受賞・表彰等＞

No. 日付 媒体 概要

１ 2020/07/31 共同通信PRワイヤー

ヴォルティスコンディショニングプログラムが、第 1 回「アジア健康長
寿イノベーション賞」国内優秀事例に選定された旨を報道
（日本国際交流センター、東アジア・アセアン経済研究セン ター
発表）

２ 2022/03/01 Jリーグ公式HP
｢2022Ｊリーグシャレン！アウォーズ｣にエントリーした、ヴォルティ
スコンディショニングプログラムのOB・OG会（ヴォルティスコンディ
ショニングクラブ(VCC)）の概要を紹介

３ 2022/12/02 日本経済新聞
徳島ヴォルティスの地域交流事業、地域づくりとファン獲得の取組
の観点からヴォルティスコンディショニングプログラムを紹介

４ 2023/02/16 ジチタイワークス
SIBのメリットと活用分野の特集記事の中で、注目すべき事例と
してヴォルティスコンディショニングプログラムを紹介

５ 2023/03/01 Jリーグ公式HP
｢2023Ｊリーグシャレン！アウォーズ｣にエントリーした、ヴォルティ
スコンディショニングプログラムの概要を紹介

(3)成果指標以外の成果
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※２ 出所：遠又靖丈ほか「1年間の要介護認定発生に対する基本チェックリストの予測妥当性の検証」、2011年

※3 市負担分＋1号保険料分である市の負担分35.5％（1号23.0%、市負担12.5％）

◼ 事業開始前に想定していた効果額の算定方法（式）に実績値を当てはめると、医療費は116,000円、介護
給付費は2,113,000円となった。

【医療費計算】
・710人×60.2%×64.8%≓277人

・277人×医療費増抑制効果6,990円/人≓1,936,000円

・1,936,000円×市町村負担分約６％ ≓116,000円

• 参加者710人（実参加人数）の60.2％が運動習慣がなかった

※根拠：参加前アンケートにおいて、該当者／回答者の割合を、全参加者に適用

• 本事業で運動習慣がなかった人のうち64.8％が運動習慣を持つようになった。

参加者実人数（710人）×（0.602）×（0.648）=277人

• 全員が国保被保険者として試算し、運動習慣獲得で１人当たり6,990円

（※1）の入院外医療費が抑制

277人× 6,990円

＝事業全体の入院外医療費抑制額（１,936,000円）

• うち、市負担のみの国保医療費の抑制分

１,936,000円×国保医療費市負担分（約6％）≒116, 000円

710人
うち60.2％

うち64.8％

運動習慣
なし 運動習慣

獲得

事業参加者

【介護給付費計算】
・270人×26.2％×84.9％≓51人

・51人×1,643, 400円/人×7.1％≓5,951,000円

・5,951,000円×市負担分35.5％＝2,113,000円

• 65歳以上参加者270人のうち26.2％が基本チェックリスト「運動器の機

能」で3項目以上に該当の状態

• 本事業でそのうちの84.9%が2項目以下に改善

65歳以上参加者人数（270人）×（0.262）×（0.849）＝改善

者数51人

• 改善で市の１人当たり介護給付費（1,643,400円）が7.1%（※２）

抑制

51人×1,643,400円×（0.071）

＝事業全体の介護給付費抑制額（5,951,000円）

• うち、市負担の介護給付費のみ（※3）の抑制額

5,951,000円×（0.355）≓2,113,000円

270人

うち26.2％ うち84.9％

運動機能
問題あり

運動機能
改善

事業参加者

【内訳】 【内訳】

(4)財政効果額（事業後の算定）

※１ 出所：齋藤義信ほか「推奨運動量レベルの運動習慣と入院外医療費との関連」、2012年
<58>



徳島
ヴォルティス

スタッフ

ＩＣＴ
デバイス

栄養
サプリメント

参加者募集

コンディショニング
プログラムの実施

プログラム
参加者数

プログラム
修了者数

運動器の改善

運動習慣
の改善

メンタルヘルス

の改善

高齢者の
ＡＤＬの維持

基本チェック
リストの改善

メンタルヘルス
を要因とした休
職・離職の抑制

高齢者の
ソーシャルサ
ポートの維持

新規要支援・
介護者の抑制

医療費の抑制

休業・離職に
よる逸失所得

の抑制

高齢者の
主観的幸福感の

向上

QOLの向上

介護給付費
の抑制

介護離職
の減少

１

２

：成果指標

：成果指標

以外の効果
出所：経済産業省「地方公共団体向けヘルスケア領域における成果連動型民間委託契約方式（PFS/SIB）導入ノウハウ集」令和2年3月

厚生労働省・経済産業省「成果連動型民間委託契約方式（PFS：Pay For Success）医療・健康及び介護分野の手引き」令和３年８月

※上記のロジックモデルの記載事項のほか、VCPGへの参加によって、意識、行動、

習慣に対して様々な効果があったと推察される。

◼ アンケートやヒアリング結果等を踏まえると、メンタルヘルスの改善などの効果も見られることから、次頁以
降に記載のエビデンスを踏まえると、成果連動支払額の設定の参考とした医療費・介護給付費の抑制以
外にも多様な社会的便益の創出につながることが期待される。

(5)その他の成果
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(5)その他の成果

◼ ロジックモデルの❶部分に関連 メンタル面の不調がもたらす不利益に関連するエビデンス

関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

メンタルヘルス
の状況

厚生労働省
2023年

労働者のメンタルヘルスの
状況

メンタルヘルス不調で退職した労働者がいる事業所は約６％。また、メンタルヘル
ス不調により連続1カ月以上休業した労働者がいた事業所の割合は10.6％。
労働者がストレスに関して相談できる相手で最も割合が高いのは男性が「上司」、
（69.9％）、女性は「家族・友人」（68.4％）
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/r04-46-50_gaikyo.pdf

メンタルヘルス
の状況

厚生労働省
2018年

こころの病気の年齢別割
合

気分障害の患者のうち、6.8％が20歳代、12.9％が30歳代、21.1％が
40歳代、18.7％が50歳代、7.6％が60～64歳、31.7％が65歳以上

https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/18/backdata/01-01-02-

09.html

つながりと
メンタルヘルス

東京大学大学院
2020年

相談相手がいると
心身の健康の維持・増進

相談相手がいる・多い人では、相談相手がいない・少ない人に比べ抑うつ症状のス
コアが低い（相談相手がいる／多い人は，相談相手がいない人に比べ，希死念
慮を抱えているオッズ比が約半分）（西田明日香、山口智史、東郷史治、佐
々木司｢相談相手の数と不安・抑うつ症状の関連を調査した横断・縦断的研究の
レビュー｣）https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsad/12/1/12_16/_pdf/-char/ja

つながりと
メンタルヘルス

日本老年学的評
価研究機構

2019年

参加・交流すると
心身の健康の維持・増進

「地域の会・グループに参加している」と答える人の割合が多い地域ほど、抑うつ傾
向になる人が少なくなる。（地域活動への参加者数が６％増えると、抑うつ傾向
になる人が男性では７％、女性では６％少ない）

（JAGES(日本老年学的評価研究機構）Community Social Capital 

and Depressive Symptoms Among Older People in Japan: A 

Multilevel Longitudinal Study）
https://dm-net.co.jp/calendar/2019/028907.php

参考情報｜関連するエビデンス情報
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◼ ロジックモデルの❶部分に関連 メンタル面の不調がもたらす不利益に関連するエビデンス

関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

運動と
メンタルヘルス

明治安田厚生事
業団体力医学研

究所
2009年

運動により抑うつリスクが
改善

余暇時間にまったく運動をしないグループに比べ、1週間に運動を2時間以上してい
るグループは、1年後に抑うつになるリスクが約半分に抑えられる
https://sports.go.jp/special/value-sports/post-29.html#an02

運動と
メンタルヘルス

東京医科大学
2023年

体を動かすことによる精神
的健康の維持

週合計25.3時間(1日あたり約3.5時間)、通勤や勤務、家事による歩行も含め、
何らかの形で体を動かしている状態が、最もうつ症状が低くなる
（様々な精神的健康が最も良好に保たれているのは、週当たり合計22.6～31.2

時間(1日あたりおよそ3～4時間)の身体活動量）
https://team.tokyo-med.ac.jp/omh/news/202302_shimura_pa/

メンタル不調が
もたらすコスト

佐渡充洋
2014年

うつ病による生産性の低
下に伴う逸失所得

欠勤によって生じる生産性低下（absenteeism）による年間平均損失日数は 

11 日、勤務中の生産性の低下（presenteeism）を損失日数に置き換えると 

26 日であり、うつ病の労働者 1 人あたりのうつ病による年間総損失日数は 38 

日（原文ママ）。これらと症例数、労働参加率や平均日収を乗ずると、国全体で
年間約9,200億円の損失となる。
https://journal.jspn.or.jp/jspn/openpdf/1160020107.pdf

メンタル不調が
もたらすコスト

佐渡充洋
2014年

うつ病による直接経費と
逸失賃金

うつによる外来費用、入院費用、薬剤費用は年間1,800億円。また、うつ病による
自殺者数（自殺者31,944 人のうちうつが原因の 53％）、自殺がなければ獲得
したであろう期待生涯賃金（逸失賃金）を乗ずると、年間8,800億円の損失。
https://journal.jspn.or.jp/jspn/openpdf/1160020107.pdf

メンタル不調が
もたらすコスト

内閣府
2008年

現役世代がうつなどで休
職した場合の企業コスト

年収約600万円の男性社員1人が6ヶ月休職した場合に企業が支払うコストは、
周囲の社員の残業代増加なども含めると、合計で422万円になる。
https://www.gender.go.jp/kaigi/senmon/wlb/pdf/wlb-kigyoumeritto.pdf

(5)その他の成果
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◼ ロジックモデルの❷部分に関連 ADL、主観的幸福感及びQOLの向上に関連するエビデンス

関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

運動と
「充実感」

スポーツ庁
2022年

運動・スポーツによる
「充実感」増加

直近１年の運動頻度別に見ると、運動・スポーツを実施した方は実施しなかった・
わからない方よりも「充実感を感じている」と回答する割合が高い（実施した：
68.7％、しなかった等：44.3％）。特に、週１回以上の運動を実施する人は、
73.6％が「充実感を感じている」と回答。
https://www.mext.go.jp/sports/content/20230324-spt_kensport02-

000028561_1.pdf

運動・
「生きがい」と

ADL

相模女子大学短
期大学部
2020年

運動し、「楽しみ・生きが
い」に感じている場合の自
立度維持

運動頻度が高く（週３回以上）かつ楽しみ生きがいと感じて取り組んで
いるグループは、運動頻度が低く（週2回以下）、楽しみ生きがいと感
じていないグループより自立度得点が高く、3年後も自立度が維持され
ている。

https://www.tyojyu.or.jp/net/topics/tokushu/kenkochoju-

ikigai/shokundotokenkochoju.html

社会活動・健康
と

「充実感」

厚生労働省
2023年

社会活動をすることによる
健康状態と「充実感」の
増加

1年間に、社会活動（健康・スポーツ・地域行事など）への参加をした人は、健
康状態が「良い」と回答した割合が39.4％であり、参加をしていない人で「良い」と
回答した割合21.9％に比べて高い。また、社会活動をして良かった理由として最も
多いものは「生活に充実感ができた｣である。
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2023/zenbun/pdf/1s3s_01-

2.pdf

健康と
「幸福感」

厚生労働省
2014年

「幸福感」判断の大きな
要素は「健康であること」

幸福感を判断する際に重視した事項を選択する設問（12選択肢から３つを選
択）に対し、「健康状況」が54.6％で最も回答が多かった。ただし世代別では、
20～39歳では同回答は4割未満で、家計状況等を重視している傾向があったのが、
65歳以上では71.9％と、他の選択肢を大きく引き離した。高齢者にとって、健康
が幸福と密接に関連していると言える。

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/14/dl/1-02-1.pdf

(5)その他の成果
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◼ ロジックモデルの❷部分に関連（ADL、主観的幸福感及びQOLの向上に関連するエビデンス）

関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

健康と
「生きがい」

スポーツ庁
2022年

生きがいを持つことがもたら
す健康リスクの軽減とADL

維持

生きがいを持つ人は3年後の身体的機能レベルの低下リスクが0.69倍と少なく、
手段的日常生活動動作が0.19ポイント増加。また、生きがいを保つことは、3年後
の認知症のリスクを0.64倍低下させる。健康行動では、生きがいを持つ人は持た
ない人よりも運動をしない生活をするリスクが0.62倍少なく、不眠のリスクも0.55

倍と少なくなる。その他、生きがいを持つ人はそうでない人と比べうつ症状(-0.58ポイ
ント)や失望(0.43倍)が少なく、幸福感(+0.43ポイント)や生活満足度(1.14倍)が
高い。
https://www.thelancet.com/pdfs/journals/lanwpc/PIIS2666-

6065(22)00010-4.pdf

https://www.jages.net/project/industry-

government/opera/?action=common_download_main&upload_id=14175

心の健康と
「生きがい」

内閣府
2022年

運動し、「楽しみ・生きが
い」に感じている場合の自
立度維持

趣味の有無により心の健康状態には大きな差があり、趣味や生きがいがあるとする
人の51.4％はストレスがない状態となっているが、反対に趣味や生きがいがないと
する人の29.6％がＫ６（※）の髙い階層。（内閣府調査｢満足度・生活の質に
関する調査報告書 2022｣
https://www5.cao.go.jp/keizai2/wellbeing/manzoku/pdf/report06.pdf

※K６とは、うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを目的として開発
された心の健康状態を測る指標のひとつ。「1. 神経過敏に感じましたか」「2. 絶望的だ
と感じましたか」「3. そわそわ、落ち着きがなく感じましたか」「4. 気分が沈んで、何が起
こっても気が晴れないように感じましたか」「5. 何をするのも骨折りだと感じましたか」「6. 

自分は価値がない人間だと感じましたか」の６項目について、「いつも」（４点）、「たい
てい」（3 点）、「ときどき」（2 点）、「少しだけ」（1 点）、「全くない」（0 点）の５
段階で回答したものを点数化し、合計点数が高いほど精神的健康状態が悪い可能性
がある

(5)その他の成果
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関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

運動習慣と
生活習慣病

公益財団法人長
寿科学振興財団

運動習慣により、生活
習慣病が予防できる

運動により身体活動量が多くなること等で、エネルギーが多く消費され、内臓脂肪が
燃焼されやすくなる。内臓の働きも活発となり、糖や脂質の代謝、血流や血管壁
の伸縮性も改善され、肥満の予防・改善や、血糖値や脂質、血圧の状態の改善
が図られる。（公益財団法人長寿科学振興財団）
https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/rouka-yobou/undou-

shukan.html

※厚生労働省「 健康づくりのための身体活動基準2013 」では、65歳以上、18

～64歳、18歳未満のライフステージごとに、生活習慣病予防に効果的な身体活
動と運動の基準を示している。

生活習慣病の
予防

一般社団法人 
日本肥満症予防

協会 

体重の減量による
BMIの改善

体重が３％以上減量した人について11の検査項目（収縮期血圧、拡張期

血圧、中性脂肪、悪玉のHDLコレステロール、善玉のLDLコレステロール、空腹
時血糖値、HbA1c、尿酸値、AST、ALT、γ-GTP）で改善がみられた。
（一般社団法人 日本肥満症予防協会 宮崎 滋副理事長、令和元年）
https://seikatsusyukanbyo.com/calendar/2019/009990.php
https://dm-net.co.jp/calendar/2019/029550.php

運動と
ロコモ予防

日本整形外科学
会

運動習慣がロコモ予防
につながる

運動器は、普段の生活で身体を動かして負荷をかけることで維持されるため、若い
頃から適度に運動する習慣をつけ、運動器を大事に使い続けることが不可欠。
毎日運動する50歳の人は運動習慣のない30歳の人より体力が高い。（日本整
形外科学会）
https://locomo-joa.jp/locomo/#section03
※ 日本整形外科学会では「片足立ち」と「スクワット」を推奨している。

※ 「運動習慣者」とは、週２回以上、１回30分以上、１年以上、運動をしている者をいう。（厚生労働省「国民健康・栄養調査報告」）

(5)その他の成果
◼ その他の本事業に関連するエビデンス
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関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

生活習慣病予防
による医療費削

減効果
厚生労働省

生活習慣病が改善され
ることで将来の医療
費・介護給付費が適正
化される

メタボリック症候群の人の医療費は、そうでない人よりも、概ね年８万～12万円
高い。（厚生労働省、平成24年調査）
https://www.sonykenpo.or.jp/member/health/topics/topics01.ht
ml
※ 40～54歳の女性は差が17万～18万円程度だったが、厚生労働省は「この年

齢層の女性にはメタボが少ないので、一部の医療費の高い人が平均を押し上げた
可能性がある」とみて、差額は８万～12万円との説明からは除外している。

ロコモ予防に
よる医療費削減

効果
日本老年医学会

ロコモが予防されることで、
将来の医療費・介護給
付費が適正化される

ロコモになると骨粗しょう症により、転んで大腿骨頚部骨折を起こしやすい。大腿骨
頚部骨折の手術・入院費用は約200万円、介護保険制度の単位から算出した
最も介護度の低い要介護１の年間介護福祉施設サービス費用は約240万円と
推定される。（日本老年医学会）
https://www.jstage.jst.go.jp/article/geriatrics1964/39/5/39_5_483/_pdf/-

char/ja

運動の継続と介
護リスクの低下

千葉大学予防医
学センター 

運動の継続により介護リ
スクの低下が見られる

スポーツグループに参加すると要介護リスクを軽減する可能性がある。（千葉大
学予防医学センター 井手 一茂特任助教、令和２年）
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_

download&block_id=3333&room_id=549&cabinet_id=224&file_id=7215&

upload_id=8736

運動の継続と介
護費の削減効果

日本福祉大学健
康社会研究セン

ター 

運動の継続により将来
の介護給付費が抑制さ
れる

スポーツの会に週１回以上参加していた群はまったく参加していない群と比べて６
年間の累積介護費が１人当たり11～12万円程度低い。
（日本福祉大学健康社会研究センター 斉藤雅茂 准教授、令和３年）
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_

download&block_id=3849&room_id=549&cabinet_id=234&file_id=9042&

upload_id=11126

(5)その他の成果
◼ その他の本事業に関連するエビデンス
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関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

運動と
生活習慣病

ハーバード公衆衛
生大学院

うつ病等の精神疾患の予
防効果がある

平均して35分以上の運動を毎日行うと、うつ病のリスクが軽減する。運動量を
増やすとより効果的で、毎日１時間の活発な運動をすることが勧められる。（ハー
バード公衆衛生大学院）
https://seikatsusyukanbyo.com/calendar/2020/010098.php

https://himan.jp/news/2019/000362.html

地域における運
動習慣者の増加

とうつ病

日本老年学的評
価研究

地域に運動習慣者が増
加することでうつ病等の

精神疾患が予防できる

地域に運動グループの参加者が10%増えたとすると、その人自身が参加しているか
否かにかかわらず、その地域の高齢者全体で見た抑うつリスクが男性で11%、女
性で4%低くなる。（日本老年学的評価研究）
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_acti
on_main_download&block_id=3849&room_id=549&cabinet_id=
234&file_id=9008&upload_id=11092

うつ病等の精神
疾患の予防によ
る医療費削減

厚生労働省
うつ病等の精神疾患の予
防により将来の医療費・介
護給付費が適正化される

心療内科の１件当たり医療費は8,726円（厚生労働省保険局調査課）
https://www.mhlw.go.jp/content/000870437.pdf

うつ病等の精神
疾患の予防によ
る医療費削減

健康保険組合連
合会 

うつ病等の精神疾患の予
防により将来の医療費・介
護給付費が適正化される

年間平均で、入院外1人当たり2,666円、入院１人当たり28万3,711円
（健康保険組合連合会 『令和元年度 被保険者のメンタル系疾患の動向に関

するレポート』（令和3年5月））
https://www.kenporen.com/toukei_data/pdf/chosa_r03_05_01.p
df

(5)その他の成果
◼ その他の本事業に関連するエビデンス
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関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

自殺・うつ病によ
る社会的損失
（全国）

厚生労働省
国立社会保障・
人口問題研究所

自殺・うつ病がなくなった
場合の経済的便益と自
殺・うつ病がなくなった場
合のGDP引き上げ効果

自殺・うつ病がなくなった場合の経済的便益は、約２兆７千億円（平成21年
度）。その年に自殺死亡者が死亡せずに働き続けた場合に得ることが出来る生涯
所得（稼働所得）推計額と、うつ病によってその年に必要なとなる失業給付・医療
給付等の減少額の合計額等から算出。例えば、以下のような損失がある。

自殺・うつ病がなくなった場合のGDP引き上げ効果は、約１兆７千億円（平成
22年度）。
平成10年以降の年間自殺死亡者数（約３万１千人）が、平成22年以降、ゼロ
となると仮定した場合に、自殺死亡者がゼロとなることによる稼働所得の増加と、うつ
病による休業がなくなることによる賃金所得の増加額から算出。

（厚生労働省、国立社会保障・人口問題研究所（社会保障基礎理論研究部
金子能宏部長・佐藤格研究員）推計）
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000000qvsy.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000000qvsy-
att/2r9852000000qvuo.pdf

(5)その他の成果
◼ その他の本事業に関連するエビデンス
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関連タグ 発表機関等 明らかにしていること 概要

歩行量
（歩数）と

健康増進効果

国土交通省
（健康・医療・
福祉のまちづく
りの推進ガイド

ライン）

1,500歩多く歩くことで、1

人あたり年間約3万5千
円の医療費抑制に相当

歩行による健康増進効果について、１日１歩あたりの医療費抑制効果を0.065～
0.072円で換算し、1,500歩多く歩くことで、1人あたり年間約3万5千円の医療費
抑制に相当する。
https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi07_hh_000107.html

歩行量
（歩数）と

生活習慣病の
予防効果

公益財団法人
長寿科学振興

財団
（健康長寿
ネット）

最近の各種研究において
報告されている、1日当た
りの歩数と中強度の歩行
時間で予防できる可能
性のある病気や病態の関
係を紹介

例えば、以下のような効果が見られるとされている。

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/rouka-yobou/haya-aruki.html

歩行量と
死亡リスク 豪シドニー大学

１万歩で死亡リスクが減
少する

1日の歩数を1万歩くらいまで増やすと、座ったまま過ごす時間の長さに関係なく、心
血管疾患のリスクは21%、死亡のリスクは39%、それぞれ減少することが明らかに
なった。
https://www.sydney.edu.au/news-opinion/news/2024/03/06/around-10-000-

steps-a-day-may-counteract-health-risks-of-high-se.html

https://dm-net.co.jp/calendar/2024/038210.php

歩数 速歩き時間 予防（改善）できる可能性のある病気・病態

2,000歩 0分 ねたきり

4,000歩 5分 うつ病

5,000歩 7.5分
要支援・要介護、認知症(血管性認知症、アルツハ
イマー病）、心疾患（狭心症、心筋梗塞）、脳卒
中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）

7,000歩 15分
がん（結腸がん、直腸がん、肺がん、乳がん、子宮
内膜がん）、動脈硬化、骨粗鬆症、骨折

8,000歩 20分
高血圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンド
ローム（75歳以上の場合）

(5)その他の成果
◼ その他の本事業に関連するエビデンス
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◼ プログラムの成果を更に幅広い市民に普及させ、運動機能の改善を通じてライフパフォーマンスの向上
につなげる事業として、２０２４年度からコンディショニングエクスパートと地域おこし協力隊が一緒にコン
ディショニング教室を開催する事業を展開している。

地域おこし協力隊 コンディショニングエクスパート

・知識編（大塚製薬提供）・実技編（R-body提供）

養成講座実施

養成講座を修了した者を、

市が「コンディショニングエクスパート」に認定「R-conditioning coach」の資格を持つ地域おこし協力隊を市が任用

コンディショニング

普及促進実行委員会

・R-body ・大塚製薬徳島営業所

・徳島ヴォルティス

・美馬市スポーツ推進委員

＜美馬市 行政内部局＞

・美と健康のまち推進課（主管課） ・保険健康課（健康担当）

・長寿・障がい福祉課（介護予防担当） ・地域学習推進課（スポーツ担当）

コンディショニング

教室

コンディショニング

教室

コンディショニング

教室

美 馬 市 民

実施

参加

出所：美馬市提供資料を基に㈱日本経済研究所が作成

(6)事業終了後の展開

＜参加対象＞
・VCPG修了者・市内調剤薬局在籍の薬剤師
・美馬市スポーツ推進委員
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４ まとめ
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運動習慣の定着

医療費・介護給付費の適正化

✓ 事後アンケートの結果をもとに参加者データを用いて財政効果額を計算したところ、医療費・介護給付
費ともに見込み額を下回った。これはコロナ禍の影響で参加者数（710人）が、目標数（1,800人）を大き
く下回ったことが要因であるが、医療費・介護給付費の抑制見込額は、780万円を超えている。（成果
連動支払額2,892千円＞財政効果額2,229千円）

✓ 成果指標①において、プログラム開始時に運動習慣がなかった参加者が運動習慣を持つ割合として
６０％を目標値として想定していたが、５年間トータルで64.8％と目標値を達成している。

✓ 事業終了後のアンケートを見ると、回答者の約半数が、現在（※１）まで運動習慣を継続している。ま
た、運動習慣が継続している人のうち半数がコンディショニングプログラムを継続している。

✓ 以上のことから、事業の実施が参加した市民の運動習慣の定着につながっていることがわかる。
市民のQOL向上

✓ 成果指標②では、基本チェックリスト３項目以上の該当者が２項目以下に改善した人の割合として
70％を目標値として設定していたが、 ５年間トータルで84.9％と目標値を達成している。

✓ 事業期間中の事前・事後アンケートでは、体調不良の有無、肩こりや腰痛の有無についても改善傾向
が見られた。また、事業終了後のアンケートを見ると、コンディショニングプログラムを継続している人に
こうした傾向が見られることがわかった。

✓ 以上のことから、事業の実施により心身の状態が改善され、QOLの向上につながっていることがわかる。

◼ 事業評価の結果を踏まえ、事業目的である、運動習慣の定着による医療費・介護給付費の適正化、市
民のQOLの向上の達成についてとりまとめると、以下のように総括できる。

(1)事業目的を踏まえた事業成果

※１ アンケートを配布した2024年8月現在
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◼ 成果指標以外にも、プログラムを通じて以下のような成果が創出されたことが確認され、美馬市・民間事
業者・市民（地域）において、意義のある事業であったことと評価できる。

美馬市

民間
事業者

市民・
地域

✓ 市の政策への理解促進
✓ 美馬市の事業の認知度向上
✓ 新たな事業に発展

✓ 仲間づくり、コミュニティ形成
✓ 心身の健康効果
✓ 意識・行動変容

✓ 地域貢献事業の継続
✓ 市民との交流機会創出
✓ クラブのファン獲得
✓ 企業活動への理解促進

(1)事業目的を踏まえた事業成果
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✓ 市の政策への理解促進
プログラムを通じて参加した市民が市
の政策を身近に感じる契機となり、理
解促進につながった。 

✓ 美馬市の事業の認知度向上
SIBにより事業を実施したことで、プロ
グラム内容やその評価を通じて、市
の事業の認知度向上につながった。

✓ 新たな事業に発展
プログラムを通じて得た市民の交流
や社会参加の動きなど様々な効果
を踏まえ、新しい事業につながった。

✓ 地域貢献事業の継続
ボランティアで取り組んできた活動を
事業化し、収益を得て継続したことで、
地域貢献活動の価値を可視化するこ
とにつながった。

✓ 市民との交流機会創出
市民と直接交流し、つながりを持つ
 機会となった。

✓ クラブのファン獲得
市民との交流を通じて、クラブのファ
ンの獲得につながった。

✓ 企業活動への理解促進
 事業を通じて、自社の製品やサービ
 ス、CSR活動などへの理解促進につ
 ながった。

✓ 仲間づくり、コミュニティ形成
参加市民同士の交流、仲間づくりの
 機会となり、新たなコミュニティの形
 成につながった。

✓ 心身の健康効果
 運動習慣の定着により、肩こりや腰
 痛、膝痛の軽減など、身体の状態の  
改善、前向きな気持ちになるなど、
心身の健康に効果があった。

✓ 意識・行動変容
     心身の状態の改善やプログラムを通

 じた交流により、アクティブになり、社
 会参加が促進されるなど、意識・行
動変容につながった。

美馬市 民間事業者 市民・地域

(1)事業目的を踏まえた事業成果
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◼ 事業期間中もプログラム内容の充実化が図られるなど、民間の創意工夫が引き出されたことから、SIB
の導入目的は、達成したものと評価できる。

◼ 一方で、次のような課題なども見られたことから、今後、SIB事業を導入する際には、検討が必要となる。

• 官民連携事業において民間の創意工夫を引き出す一つの手段となりうる。
• 成果連動分の支払いについては達成状況に応じて支払われることから、納得した財政支出

につながる。

SIB事業の意義

SIB事業の課題

• 事業の設計、事業期間中のデータ収集・分析、評価の実施など、通常の業務委託にはな
い、人的・事務的な負荷が増加し、官民双方に負担感がある。

美馬市

民間 • 成果が求められることで、より責任感をもって業務に取り組むことにつながる。
• 成果向上に向けて、サービス内容の充実化など創意工夫につながる。

市民 • 業務の充実化が図られ、市民サービスへの満足度が高まる。

美馬市

民間

(2)SIB事業の意義
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